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ＣＳ地域防災講話では、松田先生から朝里の地形や地質の歴史を、大沼先生から津波リスクや具体的な防災

対策を学びました。特に朝里川扇状地が比較的安全な地盤であることなど、地域の地質と防災の深い関わりが

非常に興味深かったです。今後は高齢化が進む地域の課題に向き合い、１０月の防災訓練のように中学生と地

域が連携して、日常的な見守りや迅速な避難支援体制を整えていくことが重要だと感じます。 

大地の歴史から知る！朝里の防災と私たちの備え 講話の内容をAIにまとめてもらいました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで子どもを育てる  

コミュニティ・スクール 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の CS地域防災講話を通し、私たちが暮らす朝里の大地の歴史や、地域が

直面する防災課題を改めて見つめ直す機会となりました。熱意あふれるご講話

をいただいた松田先生、大沼先生に心より感謝申し上げます。 

高齢化が進む朝里地区において、いざという時に頼もしい存在となるのが中

学生です。10月25日（日）９時

から、朝里中学校体育館にて地域合同の防災訓練を実施します。

中学生と地域住民が協働し、避難所運営など

を体験しながら「互いに助け合える関係」を

育む大切な場となります。ぜひ多くの皆様に

ご参加いただき、地域全体で命を守るネット

ワークを一緒に広げていきましょう。 

防災訓練参加申込QR 


